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中国ロボット企業の倒産が止まらず
中国のロボット業界で、企業の破

綻が相次いでいます。かつて企業価
値が数千億円と評価された企業も、
破産清算の申し立てが裁判所に受理
されました。その一方で、50社もの企
業が株式上場を目指しています。なぜ
同じ業界で、破綻と上場ラッシュが同
時に起きているのでしょうか。
まずは、破綻した企業から見て

みます。深セン市中級人民法院の公
式サイトによると、今年7月、債権者
による盈合（えいごう）ロボット社の
破産清算の申し立てが受理されまし
た。同社は2020年3月に設立され、

最盛期の企業価値は約784億円（5
億ドル）でした。株主には、美団や
バイトダンスのほか、地方政府系の
投資機関も名を連ねていました。9
月には、プール清掃ロボットを手が
ける智橙動力社に対し、債権者が経
営再建に向けた法的手続きを申し立
てました。5月には、上海の深蘭ロ
ボット社の破産清算の申し立ても裁
判所に受理されています。同社の企
業価値は、一時約3289億円（140
億元）に達していました。さらにさか
のぼると、2025年には達闥ロボット
社の破産清算の申し立ても受理され
ました。親会社である達闥股份社の
企業価値は、最盛期に約4698億円
（200億元）を超えていました。

こうした事例は、一部の企業だ
けに限られません。報道や裁判所の
公告によると、2025年2月から2026
年9月までの20か月間に、20社を超
えるロボット企業が、破産、解散、

清算、あるいは事業部門の閉鎖に追
い込まれました。その範囲は、少な
くとも11の分野に及んでいます。

一方、投資が過熱している側
はどうでしょうか。企業の資金調達
情報を扱うIT桔子のデータによる
と、2026年1月から8月までのロボ
ット分野の資金調達額は、約2.9兆
円（1245億1000万元）に達しまし

た。報道によると、今年7月までに、

すでに50社のロボット企業が上場に
向けた手続きに入っています。深セ
ン市の逐際動力社は7月、上場前の
資金調達で約314億円（2億ドル）

を確保し、創業者は、上場はもはや
欠かせないと述べました。最もよく
知られているのが、宇樹科技（ユニ
ツリー）社です。同社は、ダンスや
宙返り、カンフーを披露するロボット
で知られています。2026年の旧正月
の大型特別番組では、同社のロボッ
トが壁を乗り越えたり、後方宙返り
をしたり、剣を使った武術を披露し
たりしました。宇樹科技社は8月、上
海証券取引所の新興ハイテク企業向
け市場「科創板」で、1株約3542円
（150.80元）の価格で株式を発行
し、約1433億円（61億元）を調達
しました。この発行価格に基づく時
価総額は約1.4兆円（610億元）と
なり、個人投資家向けの募集には、

割当株数の8000倍を超える申し込み
がありました。時価総額は2025年の
利益の約219倍、年間売上高の約36
倍に達しました。調達資金は、ロボ
ットが周囲の状況を認識して動くた
めのAIモデルや、ロボット本体の研
究開発、生産能力の拡大に充てると
しています。上場初日の8月19日に
は、最初についた株価が発行価格
を629％上回り、1株約2万5800円
（1100元）に達しました。

この過熱と冷え込みが同時に
起きている理由を理解するには、ま
ず、このブームがどのように生まれ
たのかを見る必要があります。

中国は近年、先端技術で経済
成長を促す、いわゆる「新たな質の
生産力」を強く推し進め、ロボット
をその重点分野に位置づけてきまし
た。政策の方向が示されると、短期
間で多くのロボット企業が次々に誕
生しました。国家発展改革委員会は
2025年11月、中国国内には150社を

超える人型ロボット企業があり、似た
ような製品が大量に出回ることで、

投資バブルが生じるおそれがあると
警告していました。一部の起業家に
とって、ロボットを作る目的は、必
ずしも優れた製品を生み出すことで
はなく、政府の補助金を引き出し、

投資を集めることにあります。時事
問題を分析する夏言（か・げん）さ
んは、多くの企業が作るロボットは
見かけ倒しで、実演では華やかな
動きを見せても、実際に役立つ用途
が乏しいと指摘しています。そのた
め、中国ロボット業界の活況は、政
策が生み出した見せかけの繁栄にす
ぎないとの見方も出ています。

8月の世界人型ロボット運動会で
は、ロボットが動作に失敗したり、転
倒したりする場面が少なくありません
でした。会場の盛り上がりと実際の
受注の間にも、明らかな隔たりがあり
ます。宇樹科技社の上場申請資料に
よると、2025年1月から9月までの人型
ロボットの売上高のうち、研究·教育
向けが74％を占め、産業向けはわず
か9％でした。市場でも評価の見直し
が進んでいます。宇樹科技社の株価
は上場後に大きく下落し、ロイター通
信によると、高値からの下落率は最

大55％に達しました。
台湾の半導体大手TSMCの魏

哲家（ぎ・てつか）会長は今年3
月、中国のAIロボットについて、「

跳び回っているだけで、役に立たな
い。見栄えがいいだけだ」と公の場
で述べました。そのうえで、ロボット
にとって重要なのは、周囲の状況を
感知する仕組みと計算能力だと強調
し、世界のロボットの頭脳となる半
導体の約95％をTSMCが製造してい
ると述べました。

台湾の中央通信社が紹介した
論評は、中国のロボット分野にある
2つのバブルが、すでに明らかにな
ったと指摘しています。1つ目は、

技術のバブルです。企業が作った
ものが、実用化につながっていませ
ん。2つ目は、資本のバブルです。

意図的に実態を偽り、企業をよく見
せているというものです。

この論評によると、多くのロボ
ット企業の成長は、絶え間ない資金
調達に支えられています。研究開発
費、人件費、生産費用をすべて外部
からの資金で賄い、本業では入って
くるお金よりも、出ていくお金のほう
が多い状態です。言い換えれば、売
っているのは製品ではなく、「将来

の夢」だということです。

この仕組みには、致命的な弱点
があります。投資家が資金の提供に
慎重になり、資金調達が難しくなる
と、たちまち資金繰りが行き詰まる
ことです。36氪などのメディアは、

関係者の話として、盈合ロボット社
の2025年の売上高はわずか約1億円
（433万元）で、最終赤字は約15.7
億円（6700万元）だったと伝えてい
ます。深蘭ロボット社については、

事情を知る関係者が、運転資金の不
足が経営破綻の原因だと指摘してい
ます。達闥ロボット社も、新たな資
金調達によって資金繰りの問題を解
決することができませんでした。

それなのに、なぜこれほど多く
の企業が上場を目指しているのでし
ょうか。CNBCによると、投資家は
上場を、投資した資金を回収する手
段と見ています。初期から出資して
いた投資家が、株式を売って現金化
できるようになるためです。しかし、

宇樹科技社の株価が下落して以降、

上場による資金回収は当初ほど順調
ではなくなっています。上場を待つ
企業が数多くあるからといって、業
界が健全だとは限りません。

中国情報通信研究院は、清

中国ロボット（中国SNS）

華大学電子工学系などの機関と共
同で、10月に「具身智能発展報告
（2026年）」を発表しました。「具身
智能」とは、ロボットなどの身体を通
じて、周囲の状況を認識し、行動す
るAI技術のことです。報告書は、中
国のこの分野で、過熱と冷え込みの
二極化が起きていると指摘していま
す。資本市場や政策面での関心は高
まり続けていますが、大規模な実用
化や、継続的に収益を生む事業の確
立には、依然として多くの課題があり
ます。技術の実演と、顧客に実際に使
える製品を届けることの間には、明ら
かな隔たりがあるというのです。報告
書によると、かなりの割合の機器が
展示施設での案内やイベントでの実
演に使われ、一部は月平均の稼働日
数が10日にも届いていません。今後
2～3年で、競争力の弱い企業の倒産
や撤退が進み、その動きがいったん
落ち着くと予測しています。
こうした企業の倒産や撤退は、

これまでも起きています。中国の電
気自動車業界も、補助金や地方政府
の政策に後押しされ、急速に拡大し
ました。メディア「Rest of World」
によると、電気自動車メーカーの数
は、2018年の487社から2024年に
は約130社に減少し、哪吒汽車（ナ
タ・オート）社の親会社も、2025年
6月に破産手続きに入りました。ただ
し、主に市場から姿を消したのは、

中核となる技術を持たず、安定し
た資金繰りを維持できない企業であ
り、業界全体が立ち行かなくなった
わけではありません。

ロボットが踊れるかどうかは、

展示会で注目を集められるかどう
かを左右するかもしれません。しか
し、企業が長く生き残れるかどうか
を決めるのは、ロボットが実際に働
き、費用を減らし、効率を高められ
るかどうかです。

（翻訳・藍彧）

中国で不当に拘束されている法
輪功学習者の日本在住の家族らが27
日、東京の中国大使館前で抗議活動
を行った。拘束されている学習者全員
の即時釈放を求める抗議文を読み上
げ、大使館の郵便受けに投函した。
抗議活動には、逗子市議会議

員の丸山治章氏、大和市議会議員
の中村一夫氏、四日市市議会議員
の荻須智之氏、一般社団法人「

中国における臓器移植を考える会
（SMGネットワーク）」会長代理の
根本敬夫氏の4人も駆けつけ、連帯
を示した。

抗議文は、法輪功学習者のほ
か、「再教育施設」と称される施設
に収容されているすべての人々の即
時釈放を求めた。また、法輪功学
習者やウイグル人、チベット人への
迫害の停止、少数民族の言語・文
化・歴史の保護も求めた。

法輪功は「真・善・忍」を根
本理念とする修煉法で、心身の健康
に良い影響を与えるとして、1990年
代に中国で広まった。1999年7月20
日、当時の江沢民総書記の主導に
より、中国共産党による迫害が始ま
り、現在も続いている。

「信仰を捨てなければ
面会取り消し」

家族が拷問・拘束の
実態訴え

抗議文を読み上げたのは、張一
文さん、張述慧さん、劉希月さん、

龔金均さんの4人。いずれも家族が

中国で拘束されている。

張一文さんの母、王乖彦さんは
3年以上にわたり拘束されている。今
年6月、ようやく家族との面会が認め
られたが、刑務所側は、王さんが信仰
を捨てなければ、いつでも面会を取り
消す可能性があると示唆したという。
張さんによると、母は以前収容

されていた労働教養所で、頭にいく
つものこぶができるほど殴られ、髪
をつかまれて頭を壁に打ちつけられ
たり、顔を踏みつけられたりするな
ど、残酷な拷問を受けたという。張
さんは大使館関係者に向けて、「良
心を忘れないでほしい」と訴えた。

張述慧さんの叔母、鐘芳瓊さん
は、いわゆる「洗脳施設」や労働教
養所、刑務所などで、通算11年にわた
り迫害を受けてきたという。張述慧
さんは、「罪のない善良な人々への暴
挙であることは、誰もが心の中では分
かっているはずだ」と述べたうえで、
迫害を担う部署の幹部は、責任逃れ
のために指示を文書に残さず、口頭
で部下に伝えていると指摘した。
劉希月さんの妹、劉聡さんは、

法輪功を修煉していることを理由に
不当に逮捕され、通算8年にわたり
服役を強いられてきた。今も冷たい
鉄格子の中で、想像を絶する拷問や
精神的虐待に耐えているという。
龔金均さんの母、姚桂秀さん

は、これまでに3回、通算14年以
上にわたり拘束されてきた。龔さん
は、「真・善・忍の教えに従い、善
良な人間であろうと努めることが、拘

法輪功学習者家族ら大使館前で抗議
地方議員ら支援 即時釈放求める

束される理由になってはならない。

その信念は決して捨てるべきもので
はない」と述べ、母をはじめ、法輪
功の修煉を理由に拘束されている人
々の即時釈放を訴えた。

米上院、関連法案を可決
米上院は9月28日、法輪功学習

者らに対する強制臓器摘出への対処
を目的とした「法輪功および強制臓
器摘出被害者保護法案」を全会一
致で可決した。

同法案は、中国での臓器収奪に
関与した者に対し、米国との金融・

資産取引の禁止、米国内資産の凍
結、米国への入国禁止、ビザ・入
国許可の取り消し、移民関連の優遇
措置を受ける資格の剥奪などの制裁
を科す内容となっている。

「ジェノサイドの歴史を刻
ませるな」

地方議員らが訴え
　丸山氏は、SMGネットワーク

の会長を務めるほか、全国地方議員
の会の代表として、中国の臓器収奪
問題の啓発活動を続けてきた。大使
館前での抗議文の読み上げと提出に
際し、次のように語った。

「国連安全保障理事会の常任
理事国として、国連の場で人権の
尊重をうたっている中国で、共産党
が基本的人権を踏みにじっているの
は、狂気の沙汰だ。人類の歴史に
汚点を残す恥ずべき行為であり、獣
の所業と言わざるを得ない。私は
2014年にこの問題を知り、講演会や
ドキュメンタリーの上映会を開いてき

たが、『信じられない』『何をした
らよいか分からない』という反応も
多かった。知る人が増えれば、大き
なうねりになるはずだ。知っていな
がら黙っていることは、容認したのと
同じだ。正義の力で必ずやめさせる
ことができる」

これまでも三重県から駆けつ
け、活動を支援してきたという荻須
氏は、次のように述べた。

「メディアが報じないため、まだ
知らない人は多い。日本国民が真実
を知らずにいるのは恐ろしいことだ。
中国では1週間ほどで臓器のドナーが
見つかるというが、考えられない。日
本は先人の努力を無駄にしないため
にも、国として臓器の出どころについ
て本腰を入れて調査すべきだ。臓器
は、人から奪ってよいものではない。

中国国民の多くも、情報が隠蔽されて
いるために事実を知らず、法輪功につ
いても真実を理解していないのでは
ないか。日本はこの問題を公にし、迫
害されている人々を救う必要がある」
ウイグルの人権問題にも取り組

んできた中村氏は、次のように決意
を語った。

「日本は、国としての考えを明
確に示すべきだ。外交はデリケート
な問題だが、言うべきことをしっかり
言うことが、他国からの信頼につな
がると思う。中国共産党によるジェノ
サイドを、『人権侵害』という言葉
だけで片付けるのは、あまりに生ぬ
るい。相手が誰であれ、決して許さ
れない行為だ。今後も迫害の停止を
訴え続けていきたい」

（報道・勅使河原　英莉）


